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８月３１日（金）東部水再生プラザ（東米里の

白石清掃工場 横）にて､「札幌市総合防災訓練」

が開催されました。９月１日「防災の日」を前

に､(上田)札幌市長始め、白石区町内連合会連

絡協議会、国・道の防災関連行政機関、陸上自

衛隊、北海道警察、消防機関、ライフライン関

連企業・団体、等が参加し、市民参加体験型訓

練として実施されました。

平成24年度の総合防災訓練は、白石区が実施

区でしたが、札幌市は、毎年10区が順番制で

開催しているものです。午前 9 時 30 分札幌

市北東部を震源としたＭ７.３の直下型地震が

発生し、各所で建物倒壊、火災発生、水道ガス

電気等ライフラインが破壊・停止との想定で、

倒壊建物救出救護訓練、負傷者搬送訓練、土壌

袋を利用した浸水防止訓練、人口呼吸と心臓マ

ッサージによる応急救護訓練を、自主防災組織

の一員として市民参加型訓練を体験致しまし

た。札幌市及び白石区は現地合同指揮本部の

設置訓練、避難場所開設運営訓練、災害時要

支援者避難訓練等様々な訓練が実施されまし

た。その他、高所からのヘリコプター救出訓

練、震度体験車による揺れの体験、日赤分団

による非常食の炊き出し、試食の実践が行わ

れました。
ビル屋上からの救出訓練

震度体験車地域の小･中･髙生も参加

倒壊建物からの救出訓練

心臓マッサージによる応急救護訓練
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菊水地区まちづくりネットワーク会議 環境・文化部で

は､11月 3日（祝日）菊水地区会館において､第 1回

｢菊水ふれあい音楽祭｣を開催。お年寄りから子どもま

で､そして､現役世代の方まで､幅広い年代の方々(160

名の参加)に､交流を深めて頂こうと､懐かしい歌をみ

んなで歌い､楽しい一時を過ごしました。今回出演頂い

た､「市立幌東小学校児童合唱団」「鎌田真規子 avec

ぼんそわーる」「小樽商科大学グリークラブＯＢ会」

「バウムクーヘン」の４団体でしたが、オープニング

の“紙ひこうき”つづいて、｢市立幌東小学校児童合唱

団｣“今日から明日へ”「ぼんそわーる」の“アメージ

ンググレース”次いで「小樽商科大学グリ－クラブ」

と「バウムクーヘン」と続き、 最後は出演者と観客

全員で｢紅葉｣“ふるさと”を合唱し音楽祭を終了｡おな

じみの曲が流れると､観客は口ずさみ､手足でリズムを

とり懐かしい様子････。

９月８日（土）札幌市立東橋小学校において第

２回菊水地区「小学生対抗ドッジボール大会」

が開催されました。この大会は、菊水地区青少

年育成委員会が「地域の中で子ども達が多様な

体験を積み重ね、様々な人と交流を深めながら

健やかに育つ」ことを願い、やよい児童会館や

市立東橋小学校、東橋ミニ児童会館の教職員に

ご協力をお願いし、大会運営、競技進行につい

てご指導頂き開催したもので、今回は２回目の

大会とあって、各小学校から事前に参加申し込

みのあった参加希望者は予定通り全員参加。総

勢９５名の選手達は、即席のチーム編成で、低

学年、高学年、女性、男性、各学校も万遍なく

振り分けられ、1チーム 12名で 8チームで予選

リーグ戦、決勝トーナメント、選抜試合と予定

通り進行しました。５～６年生は低学年を必死

でフォローし、低学年は指示された通りに動き、

素晴らしいコンビネーション････････。でも、

最後に１試合だけ、高学年だけの選抜チームで

思う存分戦える場面が用意されておりました。

最後に優勝チーム全員に表彰状と記念品を授与

し、大会を終了しました。

また、今年は札幌市が「平和都市宣言」をして

20年が経ちましたが、これを記念して、パネ

ル展（原爆と人間展）も同時開催。

「核兵器の廃絶と世界平和の実現」に向け、市

民と共に確認致しました。

幌東小学校児童合唱団とバウムクーヘン 小樽商科大学グリークラブ OB鎌田真規子 avecぼんそわーる
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１０月６日（土）菊水地区まちづくりネットワーク

会議では、菊水地区町内会連絡協議会と共催で地域

の方々の健康増進並びに住民同士の親睦と交流を

深めて頂く事を目的に、パークゴルフ愛好家達によ

る「親睦パークゴルフ大会」を開催致しました。

コースは由仁町の名門｢薫りの里パークゴルフ場｣

”ゆにっＰＡ”で、開会式、表彰式、懇親会、入浴タ

イムと、盛大の内に終了しました。当日の天気予報

は雨でしたが、競技は無事終了。幹事さんはヒヤヒ

ヤもの。今回は、1回目とあって参加人数は51名

と、若干定員を割っていましたが、それでも満足し

て頂けた様子･････。帰路のバス中で、来年も楽し

みにしています･･･とのコメントを頂きました。

女子入賞者と大会役員優勝カップと賞品 表彰式と懇親会 男子入賞者と大会役員

札幌市は、秋の清掃運動期間を 9 月 23 日～10 月 21 日に設定し、全市で進めていますが、菊水地

区も 10 月 14 日（日）を秋の全町一斉清掃デーとして実施しました。不法投棄の空き缶やタバコの

ポイ捨て等々、マナーの悪さを嘆くこと頻り。終わった後は、お茶を頂き、ご苦労様でした。

白石消防署は11月 9日（水）イーアス札幌Ａタウン（白石区東

札幌 3 条 1 丁目 1-1）において市民参加の啓発イベントが開催

されました。白石消防署は「119番の日」にちなみ、「119番の

正しい利用、正確な通報が命を守る」をスローガンに、この機会

に消防の仕事や 119 番について正しい知識と理解を深めてもら

おうと開催したものです。当日は､町内会を始め､少年消防クラブ、

一般市民が参加、札幌市消防音楽隊により、「勇気100％」や

「さんぽ」など子ども達ならだれでも知っているアニメ

ソング等、生演奏を楽しみました。また、幌東幼稚園

（白石区本郷通3丁目北）による 幼年消防クラブ員

は法被姿で「よさこいソーラン踊り」を披露。

会場は、和やかな雰囲気に包まれました。この他にも、

119番救急通報やAED（自動対外式除細動器）を使

った体験コーナーや、消防隊員装備展示コーナーがあ

り市民には楽しみながら知ってもらおうと工夫されて

いました。



文化とは？ 何気なく、辞書を調べて見た。「人間が長年にわたって形成してきた、慣習や振舞い､衣･

食･住を始めとする､技術､学問､音楽､芸術､道徳､宗教を含むなどの活動を指すことが多く､人間がわざわ

ざ作り出したもの」を文化と言う････と記述されている。 確かに、言われて見れば成る程とも思えて来

るが、何とも、幅も奥行きも広すぎる。 文化が持つ力には、教育や福祉についても効果を発揮する。

子ども達が本物の歴史や音楽・芸術に直接触れた時、豊かな人間性や創造性を育む事になるし、自己の感

性や他者との共感を育むことになる。また、福祉においても、お年寄りが演劇・舞踊や歌にふれ、文化芸

術に触れたとき、身体を動かし、声を出し、心身の健康増進に大きな効果が期待されている。 どこかの

町内会活動などでも取り組んでいる文化活動は、一般的に趣味のサークル活動、音楽祭やコンサート等の

芸術的活動、地域の祭りや踊りなどの伝統的なものの取り組みが多い。 菊水地区に於いても、これらの、

掘り起こし、地域文化の創造と発展をめざして、感動と癒しの場を提供して行ければと思う。 編集子
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「「「菊菊菊水水水地地地区区区まままちちちづづづくくくりりりネネネッッットトトワワワーーーククク会会会議議議」」」っっってててなななんんんででですすすかかか？？？
札幌市では、平成 19年 4 月に｢自治基本条例｣が施行されました。これは市民が主役になって「まちづ

くり」を進めるためのルールです。市民、議会、行政のそれぞれの役割や、仕組みが規定されています。

｢だれかがするだろう」「それは行政の仕事だ」と無関心でいるのではなく、ひとりでも多くの市民が参

加し「自分達の地域は自ら考え、皆と一緒によりよくして行く」そして「行政と連携・協働しながら地

域づくりをして行く」これが「住民自治」であり「菊水地区まちづくりネットワーク会議」です。地域

のことは、地域に住む人が一番よく知っています。困っていることがあれば、まず自分達でやってみる、

必要なら行政と協力して問題を解決して行く、これが「住民自治」です。

ムコ ラ
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11 月 27 日（火）菊水地区会館において、「菊

水地区防災講演会」が開催されました。菊水地区

まちづくりﾈｯﾄﾜｰｸ会議 安全･安心部が主催した

もので､第 1部では、東日本大震災の復興ボラン

ティアとして参加した、市立福井野中学校（上野

貴志）氏の｢避難所における､物資不足による､被

災者同士の争い｣「避難所では､強いリーダーシッ

プとルール作りが急務」｢行政と人々の連携が重

要｣等々の体験談。 第2部では､環境防災総合政

策研究機構（広岡達郎）氏による､地震時の家具

転倒防止対策の具体的実演で､何れも防災の観点

から重要なものばかりで､東日本大震災を想い、

受講者(62名)は気持ちを新たにしていました。

菊水地区まちづくりネットワーク会議主催の

パソコン教室が12月 3日（月）～12月７

日（金）までの5日間に亘り、北海道情報

専門学校（山本徹校長）において、地域の方々2２名が参

加し開催されました。内容は、案内状や文章の作成、ポス

ター、チラシや写真の貼り付け方､はがき文面と住所の印刷

等々と実践的なものばかりで､即､役にたつものばかりでし

た。教師役の生徒さんも、全員が礼儀正しく､３０分前に教

室に入ると既に全員が勢揃い､一斉に挨拶､好感のもてる若

者ばかりで、とても清々しい感じでした。同校は、白石区

役所、白石区町内連絡協議会と「地域連携協定」を締結。

また、｢白石警察署ＨＰのクイズで学ぼう詐欺犯罪｣の作成

にも参加し、地域との繋がりを大切にしています。


